
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
の
克
服
を
』

皆
様
の
洋
々
た
る
輝
か
し
い
人
生
を
心
よ
り
お
祈
り

号

致
し
ま
す
。

２

岩
手
県
立
遠
野
高
等
学
校

・

同
窓
会
長

河
野

好
宣

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
報
告

度年

積
雪
多
く
、
寒
さ
も
厳
し
か

◇
第
九
十
九
回

２

っ
た
遠
野
に
も
、
春
の
息
吹
が

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会
◇

和

少
し
だ
け
顔
を
覗
か
せ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
同
窓

令

生
の
皆
様
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

三
回
戦

遠
野

３
―
０

花
巻
北

と
拝
察
致
し
ま
す
。

準
々
決
勝

遠
野

２
―
１

盛
岡
中
央

月

昨
年
一
月
か
ら
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
中
が
新
型
コ

準
決
勝

遠
野

０
―
０

盛
岡
商
業

３

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
苦
し
め
ら
れ
、
未
だ
に

（PK

４
ー
２
）

年

収
ま
り
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
接

決

勝

遠
野

１
―
０

専
大
北
上

１

種
や
治
療
薬
の
開
発
が
望
ま
れ
る
所
で
す
。

【
二
年
ぶ
り
二
十
九
回
目
優
勝
】

２

さ
て
二
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
、
第
九
十
九
回
全
国
高

０

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
は
残
念
な
が
ら
二
回
戦
に
駒

◇
第
九
十
九
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
◇

２

を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
諸
君

は
全
力
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
コ
ロ

一
回
戦

遠
野

０
ー
５

神
戸
弘
陵

報

ナ
禍
で
大
変
な
中
、
派
遣
費
の
ご
協
力
を
頂
き
感
謝
申

会

し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
通
常
の
募
金
活
動
が
制
限
さ
れ
た

窓

さ
て
本
校
は
今
年
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

為
、
今
回
は
異
例
の
新
聞
広
告
等
で
の
呼
び
か
け

同

こ
れ
ま
で
約
二
万
三
千
名
を
超
え
る
同
窓
の
志
を
送
り

と
な
り
ま
し
た
。

校

出
し
、
国
内
外
に
て
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
諸

入
場
制
限
の
た
め
、
直
接
会
場
に
足
を
運
べ
な

学

先
輩
は
枚
挙
に
暇
が
有
り
ま
せ
ん
。

か
っ
た
方
も
多
か
っ
た

等

十
月
に
は
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
を
迎
え
る
こ

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

高

と
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
記
念
事
業
協
賛
会
を
立
ち
上

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

野

げ
、
事
業
の
協
議
そ
し
て
実
施
に
入
り
ま
し
た
。
人
材

今
年
も
様
々
な
方
面

遠

育
成
を
一
つ
の
柱
と
し
て
、
海
外
へ
生
徒
を
派
遣
し
経

か
ら
、
変
わ
ら
ぬ
ご

立

費
の
一
部
を
支
援
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
新

支
援
を
頂
き
ま
し

県

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
派
遣
事
業
は

た
。

手

見
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
活
を
望
む
と

本
当
に
あ
り
が
と

岩

こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
の
事
業
も
生
徒
の
皆
さ
ん
や
学
校

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
希
望
を
集
約
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
、
順
次
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

結
び
に
今
年
度
で
晴
れ
て
卒
業
を
さ
れ
る
皆
様
お
め

令和２年３月

令和２年度・２号

岩手県立遠野高等学校

同窓会事務局



『
新
時
代
を
見
す
え
て
』

に
も
関
わ
ら
ず
倍
旧
の
浄
財
を
お
預
か
り
し
て
臨
ん
だ
大

同
窓
会
の
主
な
活
動
（
遠
野
高
校
同
窓
会
事
務
局
）

岩
手
県
立
遠
野
高
等
学
校

会
で
し
た
が
、
悔
し
い
結
果
に
終
わ
り
、
指
導
者
、
生
徒

通
年
の
活
動

号

校

長

三
浦

立

と
も
に
新
た
な
闘
志
を
か
き
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

①

名
簿
整
理
※
住
所
変
更
は
随
時
受
け
付
け
て
ま
す
。

２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
ス
タ
ジ
ア

卒
業
時
の
報
告（
葉
書
は
四
月
末
ま
で
に
は
投
函
し
て
下
さ
い
。
遅
く
な

・

同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、

ム
に
観
戦
制
限
が
掛
け
ら
れ
た
の
も
寂
し
い
話
題
で
は
あ

っ
て
も
受
け
付
け
ま
す
）。

度

日
頃
か
ら
母
校
の
発
展
の
た

り
ま
し
た
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
選
手
生
徒
の
安
全
や
健

毎
年
行
っ
て
い
る
活
動

年

め
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

康
を
最
優
先
し
た
主
催
者
の
決
断
で
も
あ
り
、
今
後
、
疫

①
開
校
記
念
日

五
月
十
九
日

元

と
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

禍
の
早
期
終
熄
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

開
校
記
念
日
紹
介
資
料
・
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
ー
配
布

和

今
冬
は
、
例
年
よ
り
も
降
雪
が
多
く
厳
寒
の
日
々
で

今
春
、
新
た
に
百
三
十
六
名
が
卒
業
し
同
窓
生
に
加
わ

②
同
窓
会
報

年
二
回
発
行

令

は
あ
り
ま
す
が
、
在
校
生
諸
君
は
元
気
に
登
校
し
、
学

り
ま
す
。
遠
野
市
は｢

永
遠
の
日
本
の
ふ
る
さ
と｣

を
標
榜

一
回
目
の
会
報
は
全
同
窓
生
に
発
行
し
情
報
を
提
供
す
る
と
共
に
、

業
や
部
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
三
年
生

し
て
お
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
を
共
有
す
る
仲
間
と
し
て

「
同
窓
会
活
動
協
力
金
」
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

月

は
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
っ
て
施
行
さ
れ

温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
日
本
全
国
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

③
同
窓
会
総
会

八
月（
お
盆
前
後
）

３

た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
第
一
回
受
験
者
と
な
り
ま

場
所
で
互
い
に
支
え
合
い
、
絆
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

年
度
幹
事
会
（
四
十
二
歳
厄
年
を
迎
え
た
卒
業
生
が
年
度
幹
事
を
務

年

し
た
。
私
が
大
学
受
験
し
た
時
は
、
共
通
一
次
試
験
と

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

め
る
）
が
総
会
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。
総
会
の
会
券
を
販
売
し
、

０

い
い
ま
し
た
が
、
共
通
一
次
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
の

結
び
に
、
令
和
三
年
に
は
、
遠
野
高
校
創
立
百
二
十
周

売
り
上
げ
の
一
部
で
母
校
支
援
事
業
を
行
い
ま
す

２

が
一
九
七
九
年
で
、
こ
の
と
き
に
受
験
さ
れ
た
方
々
は

年
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。『N

EX
T

STA
G

E

』

④
支
部
総
会

十
月
～
十
一
月

０

早
還
暦
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
時
間
の

～
さ
ら
な
る
発
展
と
希
望
を
胸
に
～
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

盛
岡
支
部
・
仙
台
支
部
（
休
止
中
）・
首
都
圏
支
部

２

経
過
は
早
い
も
の
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

と
、
関
係
各
位
の
力
を
結
集
し
な
が
ら
、
諸
々
の
準
備
を

毎
年
度
支
部
総
会
・
会
報
発
行
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
募

皆
様
既
に
お
聞
き
及
び
の
こ
と
と
承
知
し
て
お
り
ま

加
速
さ
せ
て
い
く
決
意
で
お
り
ま
す
。

金
や
応
援
で
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

報

す
が
、
県
立
高
校
再
編
計
画(

前
期
計
画
二
〇
一
六
～

同
窓
会
の
益
々
の
御
隆
盛
と
同
窓
会
員
各
位
の
ご
健
勝

⑤
卒
業
記
念
品
（
卒
業
証
書
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
）

会

二
〇
二
〇
年)

に
つ
い
て
、
令
和
二
年
八
月
四
日
、
岩

と
ご
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
会
報
に
寄
せ
る
挨
拶
と

⑥
募
金
・
寄
付
金

窓

手
県
議
会
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
遠
野
高
校
と
遠
野

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
全
国
出
場
の
際
な
ど
に
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同

緑
峰
高
校
に
つ
い
て
は
統
合
計
画
か
ら
除
外
す
る
と
の--------------------------------------------------------------

-----------------------------------------------------------------------------

校

判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
釜
石
・
遠
野
ブ
ロ

◆
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て

◆
令
和
２
年
度
経
過
報
告
◆

学

ッ
ク
の
児
童
生
徒
の
減
少
傾
向
は
顕
著
で
あ
り
、
地
域

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
残

四
月

七
日

入
学
式

等

の
人
材
を
育
成
す
る
高
校
の
機
能
に
鑑
み
て
、
学
校
と

念
な
が
ら
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
、
盛
岡
支
部
総
会
、
首
都

四
月
二
十
八
日

同
窓
会
三
役
会

高

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
魅
力
化
を
推
進
し
て
い
く
必
要

圏
支
部
総
会
、
海
外
支
援
事
業
等
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
九
日

開
校
記
念
日
（
記
念
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
―
を
配
付)

野

性
が
弥
増
し
て
お
り
ま
す
。
本
校
に
お
い
て
も
、
教
員

百
二
十
周
年
を
目
前
に
、
先
の
見
え
な
い
不
安
と
戦
い
な
が

六
月

八
日

同
窓
会
総
会
幹
事
会
（
第
一
回
）

遠

が
率
先
し
て
授
業
を
改
善
し
、
探
究
活
動
の
充
実
を
図

ら
同
窓
会
の
在
り
方
、
今
年
度
の
運
営
を
模
索
し
続
け
た
一

七
月
十
六
日

〃

(

第
二
回)

立

り
な
が
ら
、
中
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
高
校
と
し
て
、
存

年
で
し
た
。
理
事
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
、
同

七
月
二
十
二
日

同
窓
会
報
第
一
号
発
行

※
全
同
窓
生
に
送
付

県

在
感
を
高
め
て
参
り
た
い
と
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

窓
会
と
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
毎
年
恒

八
月
二
十
日

同
窓
会
三
役
会
・
総
会
に
替
え
る
議
案
書
審
議

手

さ
て
、
先
般
の
第
九
十
九
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

例
の
同
窓
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で

二
月
十
八
日

同
窓
会
三
役
会

岩

手
権
大
会
出
場
に
際
し
、
同
窓
生
各
位
か
ら
物
心
両
面

は
あ
り
ま
し
た
が
、
先
々
へ
の
つ
な
が
り
が
途
絶
え
て
し
ま

二
月
二
十
六
日

同
窓
会
報
第
二
号
発
行

に
わ
た
る
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
本
紙
幅
を

わ
ぬ
よ
う
、
今
後
の
活
動
を
見
直
し
て
行
く
と
共
に
、
改
め

三
月

二
日

（
同
窓
会
入
会
式
）・
卒
業
式

お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

て
多
く
の
同
窓
生
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。


